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融
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百

資
本
主
義
経
済
が
其
の
必
然
白
運
命
と
し
て
避
〈
る
を
得
た
い
景
気
。
捷
動
が
、
替
利
を
追
及
す
る
私
的
金
融
機
関
白
信
用
活
動

に
上
っ
て
一
居
尖
鋭
化
せ
ち
れ
、
悲
惨
友
恐
怖
を
繰
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
所
よ
り
、
斯
か
る
金
融
機
闘
に
封
ず
る
援
助
的
な
叉
は
制

限
的
危
統
制
削
ち
信
用
統
制
が
、
既
忙
田
ア
〈
上
り
行
は
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
斯
か
る
信
用
統
制
の
主
た
る
捨
営
者
は
中

央
銀
行
で
あ
っ
て
、
中
央
銀
行
が
共
の
制
引
政
策
又
は
公
開
市
揚
政
策
に
上
っ
て
建
せ
ん
と
し
た
目
的
は
.
精
々
銀
行
破
綻
に
上
る
経

拙
何
界
。
混
飢
の
防
止
と
物
債
水
準
の
安
定
に
よ
る
経
済
の
安
定
に
過
ぎ
友
い
も
り
で
あ
っ
た
。
削
ち
そ
れ
は
専
ら
一
国
費
金
の
数
量

を
調
節
す
る
と
云
ム
事
以
上
に
は
出
在
か
っ
た
白
で
あ
る
。
然
る
比
、

一
園
内
に
於
け
る
資
金
D
偏
在
と
世
界
不
況
後
に
於
け
る
念

蓮
な
る
経
済
立
直
し
の
必
要
と
は
、
向
車
に
信
用
白
量
的
統
制
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
在
す
を
許
さ
や
‘

一
凶
資
金
白
金
査
を
意
識
的

計
霊
的
に
各
種
産
業
部
門
に
訓
営
て
ん
と
す
る
、
所
謂
信
用
白
質
的
統
制
が
要
望
せ
ら
れ
、
以
て
資
金
の
滞
費
を
防
庁
と
共
に
一
一
国

経
済
白
最
大
の
費
展
が
企
同
せ
ら
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
事
と
在
っ
た
。
而
し
て
此
れ
が
矯
め
に
は
、
金
融
機
関
白
集
中
化
を
徹
底
せ
し
め

て
、
金
融
の
濁
占
と
云
ム
方
面
上
り
金
融
政
策
白
統
一
を
困
る
事
も
一
案
で
は
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
所
詮
営
利
原
則
に
従
っ
て
活
動

ナ
る
私
的
金
融
機
関
主
以
て
し
で
は
未
だ
充
分
忙
共
白
目
的
を
建
ず
る
事
が
出
来
宇
、
岡
家
自
惜
が
信
用
統
制
白
主
偲
た
ち
ん
と
す
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る
傾
向
が
現
は
れ
る
と
対
に
‘
銀
行
困
有
論
又
は
金
融
公
管
室
論
議
せ
ち
れ
る
に
至
っ
た

O
で
あ
る
。

惟
ふ
に
銀
行
固
有
論
干
金
融
公
品
目
論
と
謂
は
る
t
A

も
の
は
、
嘗
て
は
岡
家
が
共
の
財
政
手
段
を
獲
得
す
る
白
目
的
よ
り
略
へ
ら
れ

た
事
も
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
今
日
に
於
て
は
、
専
ら
、
計
一
重
経
済
の
進
行
陀
件
ひ
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
が
岡
家
に

Z
っ
て
企
葺
統

制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
折
柄
、
経
済
の
中
植
を
な
す
金
融
も
亦
債
利
原
則
に
よ
っ
て
活
動
す
る
私
企
業
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
不
合
理

で
あ
り
、
寧
る
直
接
岡
家
の
経
皆
に
移
す
事
白
望
ま
し
雪
所
以
を
強
調
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
金
融
乃
至
信
用
授
奥
は
、

計
費
経
済
た
る
が
故
に
の
み
岡
家
の
千
に
移
さ
る
a
A

事
が
望
ま
し
い
の
か
、
或
は
又
金
融
乃
至
信
用
授
興
そ
の
も
の
が
其
の
本
来
性

に
於
て
営
利
を
追
及
す
可
昔
私
企
業
に
委
ね
ら
れ
る
上
り
も
公
費
忙
移
さ
れ
る
方
が
よ
り
合
理
的
た
白
で
あ
る
か
、
先
づ
此
の
黙
が

検
討
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

先
づ
計
叢
経
済
の
下
に
於
て
は
、
金
融
活
動
乃
至
信
用
授
奥
色
亦
直
接
園
家
D
手
に
土
っ
て
行
は
れ
る
事
が
理
想
的
で
あ
り
、
た

ピ
現
貫
に
は
共
れ
が
行
は
れ
友
い
で
、
私
企
業
た
る
金
融
機
関
。
信
用
活
動
を
認
め
な
が
ら
強
力
在
る
統
制
に
よ
っ
て
国
家
の
望
む

が
加
者
方
面
へ
信
用
を
授
興
せ
し
め
る
に
止
ま
る
の
は
、

一
に
は
従
来
の
慣
行
の
強
さ
と
他
に
は
便
宜
の
問
題
と
に
依
る
も
の
と
言

ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ぽ
交
換
経
済
に
於
て
は
此
の
問
題
は
如
何
に
答
へ
ら
れ
る
か
。
此
白
揚
合
、
金
融
乃
至
信
用
授
典
主
全
然

図
家
又
は
公
的
機
関
の
手
に
委
ね
る
時
に
は
、
或
は
園
家
の
財
政
的
牧
入
。
矯
め
に
悪
用
せ
ら
れ
た
り
又
は
政
策
白
具
に
利
用
せ
ら

れ
る
が
如
昔
弊
害
を
生
・
干
る
懐
れ
な
し
と
す
る
能
は
子
、
若
し
私
企
業
に
よ
る
信
用
活
動
に
快
陥
が
な
い
た
ら
ば
邸
ち
所
謂
銀
行
信

用
に
訣
陥
が
な
い
左
ら
ば
、
画
家
又
は
公
共
機
関
に
よ
る
信
用
政
策
乃
至
干
渉
す
ら
不
必
要
で
も
あ
ら
う
。
而
も
現
寅
に
は
、
経
済

の
安
定
的
誕
展
D
矯
め
に
私
企
業
的
信
用
品
山
動
に
封
す
る
積
械
的
た
干
渉
が
要
求
せ
ら
れ
て
、
管
理
通
貨
D
強
行
が
主
張
せ
ら
れ
る

金
融
公
密
論
由
「
根
按
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九
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金
融
合
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諭
白
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根
録

王
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ム
」
共
に
、
他
方
に
は
中
立
貨
幣
論
者
。
如
〈
入
居
抽
的
信
用
政
策
の
川
県
殻
を
主
張
し
て
、
信
用
創
迭
の
抑
制
に
土
つ
で
経
済
の
激
饗
を

避
け
ん
と
す
る
思
怨
色
出
て
来
た
の
で
あ
る
。

斯
〈
て
若
し
、
交
換
経
済
が
本
来
共
の
理
想
と
す
る
が
如
昔
調
和
的
禁
展
を
及
す
事
が
出
来
、
信
用
授
興
が
私
的
金
融
機
関
に
委

ね
ら
れ
て
此
白
調
和
的
変
展
と
府
立
し
得
る
か
、
或
は
積
極
的
友
る
信
朋
授
奥
を
行
ム
事
な
く
し
て
調
和
的
た
る
経
済
同
一
焚
展
が
期

待
し
得
ら
れ
る
白
で
あ
る
た
ら
ぽ
、
少
く
共
完
全
た
計
華
経
済
を
俄
定
せ
ざ
れ
ば
、
金
融
乃
至
信
用
授
輿
D
A
A
皆
は
共
の
一
論
擦
を
見

出
し
難
い
で
あ
ら
う
。
叉
之
に
反
し
て
、
交
換
経
済
が
本
来
調
和
的
な
る
愛
展
主
友
ナ
事
が
出
来
宇
、
而
も
私
的
企
業
に
よ
る
信
用

授
奥
を
以
て
し
ナ
一
は
此
の
快
陥
を
楠
ひ
得
た
い
と
す
る
左
ら
ぽ
、
落
に
金
融
公
営
論
。
矯
め
に
一
つ
の
強
き
論
捕
慨
が
求
め
ち
れ
る
事

と
な
る
で
あ
ら
う
。

ーー
交
換
経
済
の
接
展
と
債
格
機
構

カ
ウ
セ
ル
に
於
け
る
交
換
経
済
の
原
則
は
所
間
不
充
分
自
原
則

]VEN壱
品

空

間

E
宅
吉
区
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥

ゆ
り
先
づ
交
換
粧
済
に
於
て
は
、
人
間
の
限
り
な
き
慾
監
が
限
り
あ
る
則
の
供
給
に
よ
っ
て
克
足
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
一
古
ふ
事
上
り

出
設
し
、
恒
格
機
構
を
迫
ビ
て
個
別
絃
摘
が
共
白
庭
分
し
得
可
き
腕
買
力
白
大
き
さ
に
よ
っ
て
其
O
限
り
た
き
慾
墜
を
制
限
せ
ち
れ

る
事
に
在
っ
て
ゐ
る
。
帥
ゆ
り
各
個
別
粧
済
は
、
共
白
慾
墜
に
閲
し
て
自
己
に
と
り
て
最
も
緊
要
た
る
も
り
上
り
然
ら
ぎ
る
も
の
へ
と

格
付
け
を
行
ひ
、
自
己
に
許
さ
れ
た
る
購
買
力
の
範
閣
に
於
て
向
来
る
だ
け
重
要
注
慾
監
の
み
を
充
足
す
る
事
に
よ
っ
て
、
最
高
能

限
の
慾
望
発
足
を
得
ゃ
う
と
す
る
り
で
あ
る
。
斯
く
て
個
別
経
済
に
於
け
る
最
高
能
限
在
る
慾
笠
充
足
は
枇
合
経
済
全
般
に
ル
一
り
で
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も
亦
最
高
能
限
在
る
慾
主
主
足
主
意
味
し
、
期
か
る
慾
室
主
足
の
選
樺
が
生
産
白
方
向
を
決
定
し
て
結
局
最
高
能
限
の
此
舎
的
生
産

が
行
は
れ
る
と
云
ム
り
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
交
換
経
済
が
右
の
放
磁
を
持
績
し
つ
o
A

調
和
的
均
勢
的
に
後
展
し
行
く
が
矯
め
に
は
、

土
地
弊
働
友
ぴ
資
本
等
の
諸
生

産
要
素
が
調
和
的
に
共
の
供
給
を
増
加
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
た
ら
や
、
斯
か
る
供
給
増
加
は
交
換
経
済
D
原
則

k
購
買
力
を
件
ふ
需
要

。
増
加
に
よ
り
債
格
の
騰
貴
を
通
じ
て
行
は
れ
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
一
方
に
於
て
は
、
増
加
購
民
力
が
信
用
取
引
に
よ
っ

各
種
産
業
部
門
を
通
じ
て
、

は
、
諸
生
産
要
素
の
債
待
た
る
地
債
持
賃
及
び
利
子
等
の
騰
貨
が
土
地
弊
働
及
び
資
本
の
伏
給
に
調
和
的
均
勢
的
な
る
影
響
を
典
へ

て
調
達
せ
ら
れ
る
以
上
、

信
用
調
達
の
傑
件
が
一
定
の
調
和
を
保
た
ね
ば
左
ら
ぬ
と
共
に
、

他
方
に

ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
も
一
方
現
賓
の
信
用
組
織
は
長
音
歴
史
的
制
約
に
よ
っ
て
経
済
白
鷺
展
に
伴
ふ
多
種

コ
ザ
ゼ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
も
叫
結
局
私
有
財
産
制
度
が
現
在
各
種

多
様
の
信
用
需
要
K
印
隙
し
得
る
が
如
〈
に
は
進
歩
改
良
せ
ら
れ
や
、

生
産
手
段
白
理
想
的
協
同
を
妨
げ
て
ゐ
る
と
漣
べ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。
又
他
方
に
於
て
生
産
要
素
O
債
格
た
る
地
憤
弊
賃
及
び
利

子
は
、
土
地
弗
働
及
び
資
本
に
封
ず
る
需
要
を
ば
利
用
し
得
可
安
一
其
等
の
現
在
量
に
制
限
す
可
き
職
能
を
潜
む
も
の
で
は
あ
る
が
、

債
格
の
騰
実
に
針
す
る
各
生
産
要
素
白
供
給
の
弾
力
性
は
必
十
し
も
同
一
で
は
友
〈
、
其
の
事
自
縛
が
交
抽
出
経
済
の
調
和
的
強
展
を

阻
害
す
る
庭
大
で
あ
る
。
故
に
先
づ
土
地
境
働
及
び
資
本
が
共
の
債
権
饗
動
に
針
し
て
如
何
在
る
供
給
の
弾
力
性
を
示
す
か
を
、
ア

ル
ム
プ
リ
ユ
ス
タ
ー
に
従
っ
て
考
案
す
る
事
と
す
る
。

土
地
及
び
勢
働
力
に
於
け
る
供
給
の
強
力
性

金
融
公
時
論
白
一
根
捺

五
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金
融
時
替
論
白
一
一
極
擦

五

先
づ
土
地
債
格
の
鐙
動
と
土
地
の
供
給
と
に
つ
い
て
見
る
に
、
地
慣
が
騰
貴
し
た
h
ら
と
言
っ
て
直
ち
に
共
の
供
給
量
が
増
大
す

る
も
の
と
は
言
ひ
得
た
い
。
例
へ
ぽ
漁
地
を
埋
立
て
た
り
堤
防
を
築
い
た
り
す
る
に
も
多
大
の
費
用
主
要
ず
可
〈
、
地
債
の
騰
貴
が

大
に
し
て
此
等
D
費
用
以
上
に
上
る
場
合
忙
初
め
て
開
墾
に
よ
る
土
地
の
供
給
増
加
が
あ
る
に
過
ぎ
友
い
。
然
し
乍
ら
具
槌
的
危
る

意
味
で
の
土
地
供
給
で
は
た
く
、
経
済
的
意
味
忙
於
け
る
土
地
D
供
給
は
、
地
債
の
騰
貴
と
共
に
相
首
弾
力
的
た
る
供
給
増
加
を
示

す
も
D
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
定
の
土
地
が
、
消
費
地
上
旬
J

遠
隔
に
位
す
る
が
放
に
従
来
利
用
せ
ら
れ
得
一
な
か
っ
た
も
の
が
、
地
債
の

騰
貴
の
鋳
め
に
偲
令
交
通
費
運
搬
費
等
主
考
慮
に
入
れ
て
も
向
利
用
せ
ら
れ
る
に
至
る
が
如
雪
揚
合
、
又
は
土
地
債
格
D
騰
貴
に
刺

戟
せ
ら
れ
て
、
従
来
D
停
統
的
危
る
耕
作
方
法
に
代
ふ
る
に
よ
り
科
接
的
在
る
耕
作
方
法
が
採
加
せ
ら
れ
、
以
て
資
本
廿
労
働
の
増
加
左

〈
し
て
其
の
生
産
力
を
高
む
る
に
至
る
が
如
き
担
額
合
が
此
れ
で
あ
る
。
倫
斯
か
る
土
地
生
箆
力
白
晴
加
よ
り
も
更
に
重
要
去
の
は
、

従
来
白
土
地
に
よ
り
多
〈
白
資
本
及
び
持
働
力
を
投
下
す
る
事
に
よ
り
て
土
地
生
産
力
を
高
め
る
事
で
あ
る
。
勿
論
此
の
際
に
は
敬

穫
遁
減
の
法
則
に
支
配
せ
ら
れ
ね
ば
在
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
生
産
力
白
増
大
に
は
見
る
可
き
も
の
が
存
す
る
の
で
あ

る
。
卸
ち
土
地
に
封
ず
る
需
要
増
加
は
地
債
を
騰
貴
せ
し
め
、
地
債
O
騰
貴
は
土
地
そ
の
も
0

・a
供
給
に
於
け
る
開
力
性
土
地
利
用

度
の
増
加
及
ぴ
資
本
葬
働
の
代
用
等
忙
よ
っ
て
相
賞
弾
力
的
た
る
供
給
増
加
を
賀
ち
す
も
り
で
あ
る
。

次
に
弊
賃
白
騰
落
と
畑
町
働
力
に
於
け
る
供
給
白
増
減
と
の
閥
係
忙
つ
い
て
見
る
に
、
此
鹿
で
も
亦
土
地
の
揚
合
、
と
同
様
に
、
弊
働

者
数
の
増
減
と
各
弁
働
者
。
持
働
量
被
ぴ
に
弊
働
方
法
の
改
援
に
基
〈
第
働
生
産
力
又
は
弊
働
数
回
戒
に
告
げ
る
増
減
と
に
分
っ
て
考

祭
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
先
づ
前
者
に
つ
い
て
見
る
に
、
持
賃
決
定
の
標
準
た
る
可
き
生
活
水
準
の
如
何
は
、
人
口
の
増
加
従
っ
て

開
附
来
に
於
げ
る
持
働
力
白
供
給
に
多
大
の
影
響
を
奥
へ
る
も
り
ん
」
言
は
ね
ば
た
ら
由
。
而
し
て
此
白
観
結
よ
り
す
れ
ば
、
弊
賃
所
得



。
増
加
は
持
働
者
数
の
増
加
を
招
来
す
可
昔
筈
で
あ
る
が
、
事
寅
に
於
て
は
「
貧
乏
人
白
子
津
山
」
と
云
ふ
が
如
き
事
が
あ
っ
て
、
必

十
し
も
右
の
開
係
を
確
認
す
る
詩
忙
は
ゆ
か
一
ぬ
も
の
で
あ
る
。
否
問
品
γ

ろ
)
図
の
持
働
人
口
は
輿
へ
ら
れ
た
る
大
き
さ
で
あ
っ
て
も
、

近
代
の
資
本
家
制
生
産
組
織
白
特
徴
た
る
産
業
務
備
軍
の
存
在
が
勢
働
力
白
供
給
に
多
大
田
脚
力
牲
を
輿
ム
る
も
白
と
見
る
可
〈
、

更
に
弊
貸
の
騰
貴
は
失
業
者
以
外
花
新
た
な
る
持
働
希
望
者
を
出
現
せ
し
め
る
も
の
と
も
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
叉
個
々
の

持
働
者
の
持
働
量
及
び
持
働
方
法
と
曲
目
賃
と
の
閲
係
に
つ
い
て
見
る
に
、
ウ
牛
ク
ゼ
ル
も
「
弊
働
者
白
肉
鰭
的
精
神
的
な
健
康
I
C

力

と
は
従
っ
て
又
持
働
の
放
県
は
著
し
く
持
貨
の
高
さ
に
依
存
し
、
一
定
限
度
内
で
は
弊
賃
O
騰
落
に
底
じ
て
増
減
ず
ろ
旨
を
遁
ペ

て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
持
賃
の
騰
貴
は
持
働
者
の
気
分
に
好
影
響
を
奥
へ
品
。
み
た
ら
中
企
業
家
は
此
れ
に
よ
っ
て
弊
働
時
間
白
延

長
主
要
求
す
る
事
も
出
来
る
で
あ
ら
h
。
更
に
此
れ
を
各
種
産
業
部
門
に
つ
い
て
見
れ
ぽ
、
冊
目
働
力
は
一
の
産
業
部
門
よ
り
他
の
産

業
部
門
へ
鞠
換
せ
し
め
る
事
が
比
較
的
に
容
易
で
あ
っ
て
、
個
々
の
産
業
部
門
に
於
け
る
持
働
供
給
白
弾
力
性
は
相
智
大
た
る
も
の

と
見
る
を
得
可
〈
、
殊
に
技
術
の
進
歩
忙
基
〈
資
本
集
約
化
。
傾
向
は
、
持
働
需
要
。
一
部
を
資
本
白
供
給
に
よ
っ
て
代
用
し
得
る

事
に
説
意
せ
ね
ば
た
ら
左
い
。

裂
す
る
に
弊
賃
の
騰
貴
と
勢
働
力
供
給
ム
」
の
闘
係
忙
つ
い
て
は
、
持
働
者
数
そ
の
も
白
は
其
白
債
待
た
る
曲
目
貨
の
騰
落
に
依
脊
す

る
と
は
言
ひ
得
な
〈
と
も
、
派
生
的
在
る
意
味
忙
於
け
る
務
働
力
白
供
給
は
全
〈
勢
貨
の
高
さ
に
依
存
す
る
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来

る
白
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
源
的
生
産
手
段
た
る
土
地
と
勢
働
と
は
、
護
展
的
な
交
換
経
摘
に
於
て
、
需
要
の
増
大
に
比
較
的

敏
感
に
相
膝
宇
る
供
給
の
増
加
配
資
ら
す
も
の
と
言
引
い
得
る
で
る
ら
う
。

金
融
公
瞥
論
白
一
一
世
按

豆王
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融
公
時
論
白
一
根
掠

五
四

四

節
約
に
よ
る
資
本
形
成
と
利
子
の
影
響

経
消
の
褒
展
過
程
に
於
け
る
資
本
D
形
成
は
種
々
た
る
形
態
を
執
っ
て
行
は
れ
る
で
あ
ち
う
が
、
共
の
最
も
重
要
注
る
も
の
は
節

約
に
上
る
資
本
形
成
と
附
加
的
信
用
創
迭
に
上
る
資
本
形
成
と
で
あ
る
。
而
し
て
後
者
は
経
済
動
態
に
開
ず
る
が
故
に
、
藷
で
は
専

ち
節
約
に
よ
る
資
本
O
形
成
が
資
本
使
用
D
債
格
た
る
利
子
。
穣
動
忙
如
何
に
影
響
さ
れ
る
か
を
考
察
す
る
。
此
の
揚
合
、
銀
行
は

信
用
創
造
を
行
は
在
い

D
で
あ
っ
て
、
節
約
に
よ
っ
て
貯
蓄
さ
れ
た
だ
け
白
も
白
が
新
投
資
に
用
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
庭

に
成
立
す
る
所
白
利
子
は
ハ
イ
エ
ク
白
所
謂
均
衡
利
も
に
一
致
し
、
而
も
彼
に
よ
れ
ば
貨
物
に
よ
っ
て
節
約
せ
ら
れ
投
資
せ
ら
れ
る

り
と
具
、
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
経
済
の
愛
展
に
伴
ひ
て
資
本
に
封
す
"
。
需
要
が
増
大
し
、

従
っ
て
利
子
率
が
騰
貴
し
た
揚
合

は
、
此
の
増
加
需
要
に
麿
中
可
き
資
本
D
供
給
に
は
如
何
在
る
輔
力
性
が
認
め
ら
れ
る
か
。
議
に
供
給
さ
る
可
き
資
本
は
結
局
交
換

経
済
の
成
員
た
る
個
別
経
済
に
沿
け
る
消
費
の
制
限
帥
ち
貯
蓄
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
故
、
共
の
大
さ
は
経
済
全
慌
に
於
け
る
節
約
の

程
度
に
依
存
す
る
は
云
ふ
迄
も
友
く
、
又
其
D
節
約
の
程
度
は
所
得
者
の
節
約
能
力
と
節
約
意
志
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。

斯
〈
て
先
づ
節
約
能
力
白
み
に
つ
い
て
見
る
に
、
共
の
大
さ
は
、

と
所
得
の
高
さ
止
に
依
存
す
る
。
そ
と
で
今
、
任
意
の
一
交
換
経
済
を
仮
定
し
て
、
そ
己
に
於
け
る
就
業
者
数
弊
賃
所
得
及
び
利
子
率

が
奥
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、
或
は
資
本
需
要
白
増
加
に
よ
り
又
は
資
本
供
給
。
不
足
の
矯
め
に
利
子
率
が
騰
貴
し
た
揚
合
に

一
方

ιは
個
人
目
最
低
生
活
水
準
に
工
り
又
他
方
忙
は
就
業
率

資
本
D
供
給
は
如
何
注
る
結
果
を
示
ず
か
。
此
の
際
資
本
需
要
の
克
足
が
持
働
力
に
よ
っ
て
代
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
就
業
率
の
増

加
と
第
貨
所
得
の
増
大
と
を
賀
ら
し
て
一
部
の
所
得
者
に
於
け
る
節
約
能
力
が
大
き
く
な
る
で
あ
ら
う
が
、
利
子
率
白
騰
貴
に
よ
っ

F. v. Hayek; Preise und Produktion 1931， S. 22 
E. Welter; Die Ursa曲，nd白 Kapitalmangels.in Deutschland， 1931 S. 32 ff. 



て
直
ち
に
資
本
の
供
給
が
増
加
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
左
い
。
叉
若
し
資
木
需
要
の
充
足
が
持
働
力
を
以
で
代
用
せ
ら
れ
得
泣
い
友
ら

ぽ
、
利
子
率
の
騰
貴
せ
し
だ
け
企
業
。
費
用
が
大
正
た
り
、
寧
ろ
生
産
縮
少
に
よ
っ
て
就
業
率
は
減
退
す
る
で
あ
ら
う
。
而
も
事
寅

に
於
て
は
後
者
の
揚
合
。
方
が
多
く
、
利
子
率
の
騰
貴
忙
よ
っ
て
節
約
能
力
は
減
少
せ
し
め
ら
れ
る
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
。

次
に
節
約
意
士
山
に
つ
い
て
見
る
に
、
ヵ
ツ
セ
ル
も
漣
ペ
て
ゐ
る
が
如
く
、
一
般
的
な
貯
蓄
の
動
機
は
将
来
の
矯
め
の
準
備
に
あ
り
、

従
っ
て
そ
れ
は
個
人
の
性
格
や
寝
境
忙
よ
っ
て
著
し
〈
異
る
も
の
と
云
は
ね
ぽ
注
ら
ね
。
即
ち
此
O
揚
合
に
於
て
も
節
約
は
利
子
率

に
高
さ
に
左
程
密
接
な
る
闘
係
を
持
た
在
い
。
唯
特
別
の
揚
合
、
帥
ち
貯
蓄
が
将
来
D
矯
め
D
準
備
と
云
ム
動
機
か
ら
で
は
友
〈
、

一
定
の
利
」
J

牧
入
を
得
る
矯
め
の
所
得
源
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
如
き
揚
合
に
は
、
利
子
率
白
低
下
貯
臆
じ
て
節
約
率

E
高
め
ん
と

白
一
資
力
が
排
は
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
又

E
大
友
る
資
本
所
有
者
に
於
い
て
、
初
め
て
利
子
率
の
騰
貴
と
共
に
資
本
供
給
を
増
加
す
る

事
が
出
来
る
白
み
で
あ
る
。
品
川
此
の
鮪
忙
関
し
て
は
、
レ
プ
ケ
・
ス
ト
リ
グ
ル
・
ヵ
ツ
セ
ル
・
ケ
イ
Y

ズ
等
諸
家
の
主
張
が
何
れ
も

皆
、
利
子
奉
と
節
約
資
本
自
供
給
・
戸
一
白
闘
係
忙
は
他
財
白
債
格
冒
と
共
の
供
給
と
の
関
係
忙
於
け
る
が
如
き
事
情
が
存
し
た
い
と
云
ふ

事
比
一
致
し
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。

右
の
如
く
節
約
に
よ
る
資
本
の
形
成
は
、
如
何
友
る
賠
よ
り
分
析
し
て
も
全
〈
弾
力
性
を
飲
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
需
要
の
増
犬
に

熔
巴
て
其
の
供
給
量
を
増
加
し
得
る
も
白
で
は
な
〈
、
土
地
及
び
労
働
忙
於
け
る
揚
合
と
根
本
的
に
異
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
白
資

本
形
成
に
於
け
る
非
弾
力
性
は
、
交
換
経
済
白
調
和
的
発
展
を
妨
ぐ
る
根
本
原
因
で
あ
っ
て
、
誌
に
何
ら
か
の
信
用
手
段
に
工
っ
て

此
白
一
快
陥
を
補
は
れ
ね
ば
左
ち
ね
事
と
友
石
。
通
常
此
白
快
陥
を
補
ふ
矯
め
に
銀
行
信
用
が
利
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
と

て
も
後
に
遁
ぷ
る
が
如
〈
に
上
〈
そ
白
目
的
を
達
し
得
る
も
D
と
は
言
。
得
な
い
白
で
あ
る
。

金
融
骨
密
輸
白
]
根
強

五
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金
融
企
審
請
白
一
根
議

一
五
六

五

経
済
動
態
と
銀
行
信
用

褒
展
的
交
換
経
済
に
於
て
、
資
本
供
給
の
非
弾
力
的
友
る
事
が
共
の
均
勢
的
溌
展
を
坊
ぐ
る
所
以
は
巴
に
前
週
の
所
よ
り
明
か
で

あ
る
が
.
然
ら
ぽ
経
済
の
動
態
忙
於
て
は
此
白
資
本
供
給
の
非
弾
力
性
は
如
何
在
る
結
果
を
資
ら
ナ
か
。
使
宜
土
、
先
づ
銀
行
の
信
用

鏑
張
を
考
臆
に
入
れ
ざ
る
揚
合
を
考
察
し
、
然
る
後
に
銀
行
信
用
が
如
何
在
る
放
呆
を
持
て
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

今
す
ユ
ピ

l
ト
ホ
引
に
従
っ
て
景
気
循
環
白
第
一
期
よ
り
一
初
む
れ
ば
、
此
白
時
期
に
は
各
種
生
産
手
段
の
市
場
は
未
だ
物
債
騰
貴

に
土
っ
て
惹
超
さ
れ
る
所
白
需
要
供
給
関
の
開
き
を
一
不
さ
た
い
。
然
る
に
第
二
期
に
入
れ
ば
、
弊
働
力
及
び
土
地
用
役
に
封
ず
る
需

要
増
加
は
共
等
の
報
酬
を
高
め
、
資
本
需
要
者
も
亦
利
子
の
騰
貴
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
血
で
あ
ら
う
。
而
も
此
等
の
慣
格
騰
貴
は
各

種
生
産
手
段
。
増
加
に
具
り
た
る
影
響
を
奥
ム
可
〈
、
土
地
及
び
労
働
に
比
し
て
資
本
は
相
封
的
に
共
D
割
合
を
増
大
し
な
い
だ
ら

ぅ
。
例
へ
ぽ
今
便
宜
の
潟
め
に
土
地
用
役
に
剖
ず
る
需
要
の
み
が
増
大
し
た
揚
ム
口
を
偲
定
し
ゃ
う
。
批
白
土
地
需
裂
の
増
加
は
、
債

格
の
騰
貫
主
経
て
先
づ
新
ら
し
き
土
地
の
開
墾
及
び
そ
の
他
白
新
土
地
D
供
給
に
よ
っ
て
充
足
せ
ら
れ
、
次
に
は
土
地
供
給
の
代
用

と
し
て
新
し
き
持
働
力
白
附
加
に
よ
る
か
又
は
既
存
資
本
白
一
部
を
土
地
供
給
の
代
用
と
す
る
か
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
然
る
揚
合
に
金
生
産
要
素
の
中
で
資
本
の
占
む
る
割
合
は
、
(
イ
)
土
地
及
ぴ
弊
働
力
の
増
加
に
上
り
、
(
ロ
)
資
本
の
一
部
が
土

地
白
代
用
と
せ
ら
れ
た
事
に
よ
り
、
(
ハ
)
持
働
量
の
増
加
が
新
し
き
流
動
資
本
を
要
求
ナ
る
所
よ
り
、
相
封
的
に
著
し
く
減
少
す
る

事
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
不
比
例
は
景
気
の
誰
行
》
一
共
忙
益
々
甚
し
〈
な
る
で
あ
ら
う
。
又
翻
っ
て
需
要
の
増
減
が
債
格
に
及

げ
す
影
響
に
つ
い
で
見
る
に
、
土
地
及
び
労
働
に
謝
す
る
需
要
が
増
大
し
て
も
共
れ
等
D
債
格
は
激
畿
を
一
不
さ
な
い
が
、
資
本
需
要

J. M. Keynes; Generaltheory of Employ~ent ~oneJ and inter白 t，1936 
A. Spiethoff;“Krisen" im Hand w白terbucb. der Staatswissenschaften 
IV Aufl. VI. Band S. 38 
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白
一
増
大
は
利
子
に
於
け
る
飛
躍
的
友
る
鑓
動
を
質
ら
す
も
白
で
あ
る
。
蓋
し
、
土
地
及
び
勢
働
は
共
の
供
給
が
弾
力
的
な
る
上
に
用

注
の
四
世
更
も
容
易
で
あ
る
が
、
資
本
に
於
て
は
共
の
脚
力
性
が
乏
し
い
上
に
、
此
の
揚
合
供
給
に
営
て
ら
お
可
き
資
本
は
、
投
下
責

本
で
は
た
〈
し
て
流
動
資
本
と
減
償
償
却
せ
ら
れ
た
資
本
部
分
に
限
ら
れ
居
る
が
故
で
あ
る
。

右
白
如
〈
経
済
の
動
態
印
ち
経
済
白
愛
動
的
護
展
に
於
て
不
比
例
の
原
凶
を
注
す
も
の
は
資
本
白
非
弾
力
性
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な

ち
た
い
。
而
し
て
銀
行
に
於
け
る
信
用
創
造
は
正
に
此
の
快
陥
を
補
は
ん
盲
と
す
る
色
白
で
あ
る
が
、
資
木
市
場
に
於
け
る
非
弾
力
性

は
果
し
て
此
の
銀
行
信
用
に
よ
っ
て
調
整
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
更
に
言
へ
ば
、
寅
物
資
本
市
場
の
扶
態
か
ら
生
や
る
需
要
供
給

白
聞
き
及
び
此
れ
に
基
け
る
資
本
利
子
の
時
出
動
が
、
此
の
資
本
利
子
率
と
具
る
銀
行
利
子
の
継
続
に
よ
っ
て
、
従
う
て
信
用
創
造
白

継
続
に
よ
っ
て
除
か
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
は
、
銀
行
利
子
が
資
本
利
子
か
ら
調
立
し
た
濁
自
の
存
在
と
し
て
永
久
に
異

り
た
る
率
を
持
積
し
得
る
り
で
あ
れ
ば
或
は
肯
定
さ
る
可
き
で
あ
ら
う
が
、
事
責
は
寧
ろ
共
D
反
針
で
あ
る
。
即
ち
企
業
が
、
見
込

利
潤
白
大
た
る
事
に
舷
惑
せ
ら
れ
て
投
資
の
増
大
白
矯
め
に
銀
行
に
信
用
を
求
む
れ
ば
、
銀
行
も
亦
或
程
度
迄
資
本
利
子
率
以
下
白

金
利
で
信
用
按
張
を
離
績
す
る
で
あ
ら
う
が
、
物
債
の
騰
貴
は
袋
々
企
業
の
信
用
需
要
を
増
大
せ
し
む
る
と
共
に
、
銀
行
は
共
の
流

動
性
を
脅
千
か
さ
れ
る
に
至
っ
て
途
忙
は
金
利
の
引
上
げ
正
信
則
摸
張
白
停
止
と
を
徐
儀
友
く
せ
ち
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
最
後

白
段
階
た
る
恐
慌
時
に
は
、
銀
行
は
過
度
に
信
用
の
牧
縮
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
、
銀
行
。
犯
し
た
る
債
侍
原
則
に
反
す
る

行
局
主
矯
正
す
る
も
の
と
言
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
銀
行
信
用
は
‘
資
本
白
非
弾
力
性
よ
り
出
来
す
る
所
の
利
子
の
激
し
昔
鑓
動
と
・
資
本
市
場
に
現
は
れ
る
所
の
資
本
需
給

白
聞
き
及
び
個
別
経
済
へ
の
資
本
供
給
の
不
足
と
を
補
整
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
モ
れ
が
時
間
百
利
の
原
則
に
従
っ
て
活
動
し

金
融
持
瞥
諦
白
一
根
擦
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而
も
流
動
性
に
よ
っ
て
縛
ら
る
る
所
の
銀
行
の
信
用
授
興
た
る
限
り
、
調
和
的
友
呂
経
済
の
議
展
に
資
す
る
を
得
左
い
白
で
あ
る
。

圃晶・e，、
利
子
の
溌
動
並
び
に
資
本
不
足
が
金
融
機
関
並
び
に
企
業
に
及
ぼ
す
影
響

前
述
白
如
〈
交
換
経
済
は
、
資
本
供
給
に
於
け
る
非
弾
力
性
の
矯
め
に
、
そ
れ
自
身
の
中
忙
調
和
的
友
る
褒
展
を
防
ぐ
可
き
要
素

を
包
蔵
し
で
ゐ
る
。
帥
ち
交
換
経
済
の
護
展
に
仲
ふ
資
本
の
快
乏
と
利
子
率
の
激
し
昔
援
動
が
此
れ
で
あ
る
。
而
も
此
等
の
ご
つ
り

快
駐
を
補
ふ
が
矯
め
に
す
る
信
用
活
動
が
、
私
的
金
融
機
関
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
結
果
、
却
で
資
本
の
侠
芝
利
子
寧
の
費
動
を
一
一
暦

激
し
き
も
白
と
た
し
、
恐
慌
を
伴
ム
景
気
り
費
動
を
避
け
難
き
も
の
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
ち
ぽ
此
の
利
子
率
の
愛
動
L
L

資
本

。
快
乏
と
云
ム
現
象
は
、

一
方
忙
は
金
融
機
関
に
謝
し
て
他
方
に
は
企
業
に
謝
し
て
如
何
な
る
影
響
を
興
へ
て
ゐ
る
か
。
綱
っ
て
此

の
酔
闘
を
願
み
る
事
と
す
る
。

先
づ
今
日
起
白
銀
行
は
、
共
D
自
己
保
存
の
目
的
か
ら
‘
信
用
を
授
興
す
る
に
営
つ
で
も
、
共
白
授
興
す
可
雪
信
用
が
自
己
の
受

山
町

入
れ
た
る
信
用
と
質
及
び
量
に
於
て
一
致
す
可
き
事
を
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
印
ち
信
用
の
量
の
み
左
ら
や
共
の
期
限
が
重
要
友
D

で
あ
っ
て
、
若
し
濁
逸
の
銀
行
に
於
け
る
が
如
く
に
短
期
に
受
け
入
れ
た
る
資
金
を
長
期
比
貸
出
ナ
揚
合
に
、
利
子
率
の
激
し
き
愛

動
が
あ
っ
た
た
ら
ぽ
、
も
早
や
金
融
機
関
と
し
で
立
ち
行
き
得
な
い
程
の
釘
撃
を
受
け
ね
ば
な
ら
白
で
あ
ら
う
。
そ
と
で
銀
行
は
、
あ

ち
ゆ
る
努
力
を
費
し
て
共
の
貸
方
及
び
借
方
の
雨
面
に
於
け
る
利
子
率
が
同
時
に
蝉
躍
動
す
る
や
う
に
工
夫
せ
ね
ば
友
ら
や
、
更
に
資

木
不
足
に
劃
す
る
最
後
の
保
詮
と
し
て
、
恐
慌
時
に
は
中
央
銀
行
に
依
存
せ
ね
ば
左
ら
む
と
言
は
れ
る
の
一
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
金

融
が
、
園
家
具
D
他
白
公
的
機
闘
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
た
ら
ぽ
、
利
子
。
損
失
や
流
動
性
の
考
慮
は
殆
ん

E
問
題
で
は
た
〈
、
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更
忙
統
制
経
済
に
於
て
は
、
信
用
摘
張
に
よ
っ
て
新
資
本
が
成
立
し
新
ら
し
き
均
衡
に
到
達
す
る
迄
D
聞
に
長
け
る
諸
種
目
摩
擦
白

如
昔
は
、
強
樺
力
に
よ
っ
て
充
分
此
れ
を
抑
制
し
得
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

市
引
に
諸
種
目
企
業
が
蒙
る
影
響
を
願
み
る
に
、
最
大
白
損
害
を
蒙
る
も
の
が
不
必
要
た
る
産
業
と
か
最
も
牧
谷
性
の
劣
れ
る
企
業

と
か
云
ム
の
で
は
在
〈
し
て
、
各
種
企
業
の
資
金
調
達
方
法
に
か
か
っ
て
ゐ
る
と
云
ム
事
に
注
意
せ
ね
ば
た
ち
血
。
印
。
h
J

、
株
式
に

よ
り
又
は
資
本
参
加
の
形
式
で
資
金
を
調
達
せ
し
も
の
は
、
共
の
後
利
チ
卒
の
激
援
が
あ
っ
て
も
左
程
の
影
響
を
蒙
ち
た
い
で
あ
ち

う
し
、
長
期
D
借
入
金
に
よ
る
も
D
も
、
借
入
れ
白
時
期
に
利
子
が
安
く
さ
へ
あ
れ
ば
其
の
後
の
愛
動
に
上
つ
で
損
害
を
蒙
る
事
は

少
い
で
あ
ら
う
。
問
題
は
専
ら
短
期
白
銀
行
信
用
に
依
存
す
る
企
業
に
閲
し
て
ゐ
る
α

郎
ち
、
資
本
が
供
給
の
持
力
性
を
快
〈
事
か

ち
資
本
市
揚
に
快
乏
現
象
が
現
は
れ
た
た
H

り
ぽ
、
私
企
業
た
る
銀
行
は
此
れ
を
解
消
す
る
事
も
出
来
十
、
又
銀
行
が
替
利
原
則
に
立

つ
以
上
は
、
此
れ
に
基
〈
損
害
が
全
部
受
信
者
た
る
企
業
家
に
轄
嫁
さ
れ
る
事
と
友
る
の
で
あ
る
。
此
の
揚
合
、
銀
行
が
新
ら
し
く

信
用
を
授
奥
ぜ
ん
と
す
る
企
業
が
従
来
の
企
業
よ
り
も
左
程
有
利
で
た
け
れ
ば
、
銀
行
も
信
用
問
牧
を
避
け
る
で
あ
ら
う
が
、
反
謝

に
、
銀
行
に
と
り
て
よ
り
有
利
た
投
資
先
が
存
す
る
揚
合
に
は
蓄
企
業
は
多
大
の
困
難
に
遭
遇
せ
ざ
る
を
得
一
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
〈

て
企
業
に
と
り
で
は
、
利
子
率
の
著
し
き
騰
貴
に
基
〈
費
用
負
捨
の
増
大
は
誠
に
重
大
た
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
D
企

業
が
批
益
遁
増
の
傾
向
に
る
る
か
、
不
涯
に
止
っ
て
ゐ
る
か
、
又
は
牧
市
社
遁
減
の
傾
向
に
あ
る
か
に
従
つ
で
一
概
に
論
や
る
を
得
た

い
が
、
何
れ
に
し
て
も
生
産
諸
要
素
中
資
本
の
占
む
る
割
合
を
沙
く
し
て
損
害
を
岡
越
せ
ん
と
す
る
皐
に
出
づ
る
事
は
明
ら
か
で
あ

る
。
共
D
結
果
牧
盆
逓
増
の
傾
向
に
あ
る
企
業
に
於
て
す
ら
共
の
生
産
は
減
退
す
る
も
の
と
考
へ
ち
る
可
〈
、
更
に
此
の
萎
縮
現
象

は
利
子
率
の
餐
動
D
大
な
る
程
、
又
斯
か
る
企
業
D
数
多
き
程
重
大
な
る
結
果
を
惹
起
す
る
事
、
と
な
る
で
あ
ら
う
。
殊
忙
企
業
は
、

金
融
骨
普
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。
一
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景
気
上
昇
の
初
期
忙
於
て
短
期
資
金
主
多
く
用
ひ
、
更
に
好
景
気
白
終
末
比
至
っ
て
、
投
資
D
完
成
の
矯
め
に
長
期
費
金
が
枯
泌
す

る
結
果
、
再
び
短
期
資
金
を
利
用
す
る
も
り
で
あ
る
。
而
も
恐
慌
K
際
し
て
銀
行
は
此
の
短
期
資
金
の
授
奥
を
中
止
し
又
は
此
れ
を

岡
敬
せ
ん
と
す
る
も
白
で
あ
る
か
ら
、
共
の
惨
害
の
度
は
推
し
て
知
る
可
き
で
あ
る
。

-七

銀
行
信
用
の
侠
陥
と
共
の
匡
正

私
企
業
た
る
銀
行
に
よ
る
信
用
授
奥
が
、
資
本
供
給
の
非
闘
力
性
を
匡
正
す
る
目
的
を
達
し
得
や
し
て
、
途
忙
は
恐
慌
忙
導
〈
も

の
と
す
れ
ぽ
、
此
庭
で
は
恐
慌
そ
O
も
の
の
意
義
を
批
判
せ
ね
ば
な
ら
左
い
@
今
景
気
論
。
数
ふ
る
所
に
よ
れ
町
、
恐
慌
は
、
過
度

在
る
景
気
D
上
昇
を
抑
へ
経
済
を
清
算
す
る
を
以
て
共
白
目
的
と
し
、
従
来
の
資
本
の
誤
用
を
訂
正
す
る
と
共
に
新
ら
し
〈
経
済
原

則
に
従
っ
て
綿
資
本
を
振
古
て
る
と
云
ム
鈷
で
、
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
成
程
銀
行
に
上
る
信
用
創
遣
に
よ

A
J

で
、
現
賓
に
存
す
る
資
本
の
程
度
以
上
の
購
買
力
が
創
造
せ
ら
れ
、
土
地
持
働
及
び
資
本
の
間
忙
進
行
し
つ
つ
あ
る
不
比
例
が
隠

蔽
せ
ら
れ
て
ゐ
た
白
が
、
恐
慌
に
至
っ
て
初
め
て
暴
露
せ
ら
れ
る
白
で
あ
っ
て
、
此
れ
に
よ
っ
て
経
済
が
清
算
せ
ち
れ
る
事
は
事
寅

で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
此
庭
で
清
算
せ
ら
れ
陶
汰
せ
ら
れ
る
企
業
は
、

必
や
し
も
最
も
牧
経
性
D
乏
し
い
企
業
の
み
と
は
限
ら
た

ぃ
。
即
ち
恐
慌
の
初
め
に
、
銀
行
が
信
用
の
授
奥
を
中
止
し
又
は
此
れ
を
同
牧
す
る
の
は
短
期
の
信
別
で
あ
っ
て
、
短
期
信
用
に
依

る
事
少
き
企
業
は
淘
汰
を
売
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
仮
令
収
益
性
白
大
た
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
斯
か
る
資
本
市
場
の
激
援
に
劃

ず
る
金
融
的
抵
抗
が
山
割
け
れ
ば
直
ち
に
陶
汰
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
反
封
に
、
如
何
に
牧
谷
性
の
乏
し
い
企
世
端
で
あ
っ
て
も
か
i
A

る
金
融
的
抵
抗
さ
へ
強
け
れ
ば
陶
決
を
売
が
れ
る
D
で
あ
る
。
放
に
必
中
し
も
資
本
の
誤
用
を
訂
正
す
る
も
の
と
も
一
言
び
難
く
、
殊
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に
ぞ
の
清
算
。
程
度
が
進
み
温
空
て
は
甚

L
昔
費
本
の
抽
出
費
に
導
〈
事
と
も
在
る
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
他
面
に
於
で
、
若
し
銀
行
が
信
用
創
迭
に
よ
っ
て
資
本
供
給
の
非
弾
力
性
に
基
〈
資
本
の
不
足
を
補
は
た
か
っ
た
左
ら

ば
、
必
要
友
名
産
業
が
最
初
よ
り
起
ら
た
い
か
又
は
巳
に
成
立
し
か
け
た
る
有
用
産
業
も
共
の
萌
芽
の
聞
に
刈
り
取
ら
れ
る
の
み
た

ら
や
、
交
換
経
済
白
惜
も
共
の
稜
展
を
見
ざ
る
中
に
生
産
諸
要
素
心
不
比
例
に
よ
っ
て
撹
胤
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
印

ち
要
す
る
所
、
信
用
授
興
の
衝
に
首
れ
る
銀
行
が
私
企
業
で
あ
る
と
云
ム
事
の
矯
め
に
、
調
和
的
在
る
信
用
授
興
、
接
言
す
れ
ば
資

本
内
一
非
弾
力
性
を
補
ム
程
度
の
信
用
撰
張
を
潟
し
得
な
い
ば
か
り
で
あ
る
。

斯
〈
で
、
銀
行
凸
自
由
友
与
信
用
創
造
の
結
果
起
る
で
あ
ら
う
所
の
恐
慌
の
矯
め
に
、
向
人
類
の
慾
望
克
足
に
と
り
で
重
要
な
る

可
昔
産
業
や
図
家
に
と
り
て
必
要
た
る
産
業
主
滅
亡
せ
し
め
な
い
や
う
た
信
同
組
織
が
必
要
と
す
れ
ば
、
続
来
の
信
用
統
制
を
以
て

し
で
は
未
だ
此
の
理
想
忙
近
き
も
白
を
見
出
し
得
な
い
り
で
あ
る
。

J¥ 

結

言

現
今
世
界
の
主
要
因
家
に
於
て
、
其
の
闘
民
経
済
が
次
第
に
自
由
主
義
の
よ
戒
を
脱
ぎ
捨
て
て
計
聾
経
済
の
一
完
成
へ
と
進
み
つ
つ
あ

る
時
、
綿
ゆ
る
経
済
部
門
白
中
植
を
左
せ
る
金
融
部
門
は
、
何
よ
り
も
先
に
新
ら
し
き
経
済
償
制
に
印
す
る
や
う
友
組
織
を
執
る
事

が
要
望
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
現
貫
に
於
て
も
、
金
融
機
構
の
岡
家
に
上
る
管
理
統
制
は
益
々
共
の
度
を
強
め
来
り
、
古
く
か
ら
唱
へ

ら
れ
た
る
銀
行
図
皆
論
や
金
融
公
替
論
が
再
び
新
ら
し
昔
脚
光
を
浴
び
て
登
揚
せ
ん
と
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
寅
に
最
近
に
於
け
る

世
界
の
動
凱
は
、
園
家
信
用
の
受
信
的
方
面
を
飛
躍
的
に
膨
脹
褒
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
白
授
信
的
方
面
に
闘
し
で
も
亦

金
融
公
普
請
の
一
根
接
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融
公
替
論
白
一
根
鵠

六

考
慮
の
債
値
あ
る
事
は
一
盲
ふ
を
侠
た
お
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
今
日
稀
へ
ち
れ
る
金
融
公
替
論
は
、
た
だ
経
済
機
構
が
自
由
経
済
か
ら

計
妻
経
済
へ
と
愛
草
し
た
が
鎮
め
に
白
み
、

金
融
組
織
も
亦
私
企
業
よ
り
闘
家
公
共
D
手
に
移
ナ
可
し
と
言
ム
に
越
す
巳
ね
の
で
あ

る
が
、
自
由
粧
済
な
る
が
故
に
私
企
業
の
金
融
組
織
で
在
行
れ
ば
た
ら
守
、
計
葺
姪
済
た
る
が
矯
め
に
の
み
金
融
が
園
家
又
は
会
共

に
上
っ
て
瞥
ま
ね
ば
左
ら
ぬ
と
言
ム
白
み
で
は
、
共
の
論
撲
が
飴
り
に
も
弱
い
の
で
あ
る
。

故
に
私
は
本
稿
に
於
て
、
交
換
経
済
白
前
提
の
下
に
於
て
も
私
企
業
に
上
る
金
融
組
織
が
調
和
的
た
る
交
換
経
済
白
褒
展
を
可
能

-
た
ら
し
め
る
や
否
や
を
検
討
し
、
以
て
私
企
業
に
よ
る
金
融
り
扶
陥
を
指
摘
す
る
事
に
よ
っ
て
、
金
融
公
替
論
に
一
の
論
機
を
提
供

ぜ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
先
づ
交
換
経
済
白
基
礎
を
な
す
師
団
格
機
構
を
考
へ
、
土
地
持
働
及
び
資
本
等
の
生
産
要
素
が
交
換
経
済

の
裂
展
忙
伴
ム
需
要
D
増
加
従
っ
て
債
格
の
騰
貴
に
邸
臆
し
て
共
白
供
給
が
増
加
せ
ら
れ
る
や
否
や
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
共
の

結
果
は
、
土
地
及
び
持
働
に
閲
し
て
は
交
換
粧
済
の
原
則
通
り
に
債
格
の
騰
貴
に
躍
中
る
供
給
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
が
、
資
木
に

於
で
は
か
か
る
弾
力
性
が
誠
に
乏
し
〈
、
己
に
此
白
鞘
に
均
勢
的
な
る
交
換
経
済
の
護
展
を
阻
害
す
る
要
素
が
認
め
ち
れ
る
の
で
あ

る
o

而
し
て
銀
行
信
用
は
、
此
の
資
本
民
於
け
る
非
弾
力
性
を
補
足
す
可
昔
峨
能
を
替
み
乍
ら
、
信
用
創
遣
が
替
利
と
流
動
性
と
の

保
件
に
縛
ら
れ
て
活
動
す
る
所
の
私
企
業
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
が
矯
め
に
、
景
気
愛
動
の
過
程
に
於
て
は
、
此
れ
が
饗
動
の
振
幅
を

一
居
鏑
大
す
る
事
に
の
み
役
立
つ
所
以
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
で
あ
る
。
勿
論
此
の
事
の
み
を
以
て
、
金
融
組
織
が
私
企
業
と
し
て

存
ず
る
上
り
も
寧
ろ
園
家
公
共
の
手
に
移
さ
れ
h
H
ば
な
ら
ぬ
と
云
ム
事
を
積
極
的
に
主
張
す
る
も
り
で
は
た
い
が
、
共
白
張
備
的
左

る
一
の
論
掠
を
提
供
す
る
も
の
と
思
ム
の
で
あ
る
。




